
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）各種の操作が行われる操作部と、
（ｂ）フレームメモリと、
（ｃ）前記操作部の操作によって、少なくとも、外部記憶装置の画像データを表示するか
、又はテレビ画像を表示するかの何れかの動作モードが設定されると、その動作モードを
取り込んで記憶し、該外部記憶装置の画像データを表示する動作モードが設定されると、
前記外部記憶装置の画像データを前記フレームメモリに格納させる演算手段と、
（ｄ）外部記憶装置の画像データを表示する動作モードが設定されていると、フレームメ
モリに格納された画像データを読み出して画像信号として出力する画面表示制御手段、オ
ンスクリーンディスプレイ用の表示データが格納されるオンスクリーンディスプレイ用記
憶手段、前記オンスクリーンディスプレイ用記憶手段から前記オンスクリーンディスプレ
イ用の表示データを読み出して画像信号として出力するオンスクリーンディスプレイ表示
制御手段、前記画面表示制御手段の出力と前記オンスクリーンディスプレイ表示制御手段
の出力とを入力し、これらの入力を合成する第１の合成手段、及び、第１の合成手段の出
力をアナログ信号に変換して表示装置側に出力するデジタル・アナログ変換器を備えた表
示制御装置と、
（ｅ）テレビ画像の画像信号と、前記表示制御装置からの画像信号とを入力し、これらの
画像信号を合成して、表示装置側に出力する第２の合成手段と備え、
（ｆ）前記演算手段に外部記憶装置の画像データを表示する動作モードが設定されている
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と、前記画面表示制御手段は、前記フレームメモリに格納された画像データを読み出して
画像信号として前記第１の合成手段に出力し、前記第１の合成手段は、前記画面表示制御
手段からの画像信号に、オンスクリーンディスプレイ表示制御手段からの画像信号を重疂
させた合成画像信号を生成して、前記デジタル・アナログ変換器に出力し、前記デジタル
・アナログ変換器は、前記合成画像信号をアナログ信号に変換して前記第２の合成手段に
出力し、前記第２の合成手段は、当該アナログ信号に変換された合成画像信号を前記表示
装置側に出力する
ことを特徴とするＴＶ機能付き携帯機器。
【請求項２】
（ｇ）前記演算手段にテレビ画像を表示する動作モードが設定されていると、前記オンス
クリーンディスプレイ表示制御手段は、オンスクリーンディスプレイ用の表示データを画
像信号として前記第１の合成手段に出力し、前記第１の合成手段は、前記オンスクリーン
ディスプレイ表示制御手段からの画像信号をそのまま前記デジタル・アナログ変換器に出
力し、前記デジタル・アナログ変換器は、入力された画像信号をアナログ信号に変換して
前記第２の合成手段に出力し、前記第２の合成手段は、前記テレビ画像信号に前記デジタ
ル・アナログ変換器からの画像信号を重疂させた合成画像信号を生成して前記表示装置側
に出力する
ことを特徴とする請求項１記載のＴＶ機能付き携帯機器。
【請求項３】
　外部記憶装置から読み出された画像データを解凍して前記フレームメモリに格納する画
像再生手段を備えたことを特徴とする請求項１又は２記載のＴＶ機能付き携帯機器。
【請求項４】
　前記第１の合成手段は、前記画面表示制御手段からの３原色の画像信号と、オンスクリ
ーンディスプレイ表示制御部からの３原色の画像信号とをそれぞれ入力し、これらの入力
を切り替えて前記合成画像信号を生成する３個のセレクタを備えていることを特徴とする
請求項１乃至３の何れかに記載のＴＶ機能付き携帯機器。
【請求項５】
　レジスタを内蔵し、該レジスタに前記オンスクリーンディスプレイの表示データが書き
込まれると、そのデータを読み出して前記オンスクリーンディスプレイ用記憶手段に格納
する制御部を備えたことを特徴とする請求項１乃至４の何れかに記載のＴＶ機能付き携帯
機器。
【請求項６】
　前記演算手段は、前記表示装置に所定の画面が表示されると、その画面に対応した前記
オンスクリーンディスプレイの表示データを生成して前記レジスタに書き込むことを特徴
とする請求項５記載のＴＶ機能付き携帯機器。
【請求項７】
　前記演算手段は、前記操作部により所定の操作がなされると、その操作に対応した前記
オンスクリーンディスプレイの表示データを生成して前記レジスタに書き込むことを特徴
とする請求項６記載のＴＶ機能付き携帯機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明はＴＶ機能付き携帯機器に関し、特に、

の制御に関する。
【０００２】
【従来の技術】
図１２は本発明の背景となったＴＶ機能付き携帯機器の概要を示した回路構成図である。
このＴＶ機能付き携帯機器は、テレビチューナーにより処理されたＴＶ画面とデジタルカ
メラ等によるデジタル画の双方を選択的に表示することができるものであり、また、ＴＶ
画面とデジタル画との双方にＯＳＤ（オンスクリーンディスプレイ）ができるようにして
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ＳＤともいう）



ある。
【０００３】
機器制御部（ＣＰＵ）５０は、例えばメモリカード（図示せず）に格納されている画像デ
ータを取り込み、音声・画像再生部（ＤＳＰ）３８がその画像データを解凍してＶＲＡＭ
４２に書き込んで表示画像を展開する。画面表示制御部５６はＶＲＡＭ４２に書き込まれ
た画像データを画像信号としてデジタル・アナログ変換器６０を介して表示切替部１９に
出力する。表示切替部１９にはテレビ処理回路１５からの画像信号も入力され、設定され
た動作モードに応じて何れかの画像信号が選択されて出力される。また、ＯＳＤ用メモリ
５２にはＯＳＤの表示データが格納され、ＯＳＤ表示制御部５３はその表示データを読み
出して画像信号としてデジタル・アナログ変換器６１を介して表示切替部１９ａに出力す
る。この表示切替部１９ａには、ＴＶ画面の画像信号又はデジタル面の画像信号と、ＯＳ
Ｄ用の画像信号とが入力され、これらの画像信号はＯＳＤ用の画像信号の画素に応じて適
宜切り替えられて出力され、表示部２３にはＴＶ画面又はデジタル面の画像上にＯＳＤの
画像が表示される。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上記のようなＴＶ機能付き携帯機器においては、アナログ回路での合成回路（表示切替部
１９，１９ａ）の個数が増えてしまい、選択（合成）制御の信号線も増えることになるの
で回路が複雑になるという問題点がある。また、デジタル・アナログ変換器の個数も多く
、消費電力が増大し、携帯機器にはふさわしくないという問題点がある。
【０００５】
本発明は、このような問題点を解決するためになされたものであり、アナログ回路での合
成回路（表示切替部）の個数を減少させて信号線を少なくし、回路の簡素化を図り、デジ
タル・アナログ変換器の個数も少なくして消費電力を減少させることを可能にしたＴＶ機
能付き携帯機器を得ることを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係るＴＶ機能付き携帯機器は、（ａ）各種の操作が行われる操作部と、（ｂ）
フレームメモリと、（ｃ）前記操作部の操作によって、少なくとも、外部記憶装置の画像
データを表示するか、又はテレビ画像を表示するかの何れかの動作モードが設定されると
、その動作モードを取り込んで記憶し、該外部記憶装置の画像データを表示する動作モー
ドが設定されると、前記外部記憶装置の画像データを前記フレームメモリに格納させる演
算手段と、（ｄ）外部記憶装置の画像データを表示する動作モードが設定されていると、
フレームメモリに格納された画像データを読み出して画像信号として出力する画面表示制
御手段、オンスクリーンディスプレイ用の表示データが格納されるオンスクリーンディス
プレイ用記憶手段、前記オンスクリーンディスプレイ用記憶手段から前記オンスクリーン
ディスプレイ用の表示データを読み出して画像信号として出力するオンスクリーンディス
プレイ表示制御手段、前記画面表示制御手段の出力と前記オンスクリーンディスプレイ表
示制御手段の出力とを入力し、これらの入力を合成する第１の合成手段、及び、第１の合
成手段の出力をアナログ信号に変換して表示装置側に出力するデジタル・アナログ変換器
を備えた表示制御装置と、（ｅ）テレビ画像の画像信号と、前記表示制御装置からの画像
信号とを入力し、これらの画像信号を合成して、表示装置側に出力する第２の合成手段と
備える。（ｆ）そして、前記演算手段に外部記憶装置の画像データを表示する動作モード
が設定されていると、前記画面表示制御手段は、前記フレームメモリに格納された画像デ
ータを読み出して画像信号として前記第１の合成手段に出力し、前記第１の合成手段は、
前記画面表示制御手段からの画像信号に、オンスクリーンディスプレイ表示制御手段から
の画像信号を重疂させた合成画像信号を生成して、前記デジタル・アナログ変換器に出力
し、前記デジタル・アナログ変換器は、前記合成画像信号をアナログ信号に変換して前記
第２の合成手段に出力し、前記第２の合成手段は、当該アナログ信号に変換された合成画
像信号を前記表示装置側に出力する。
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　本発明においては、前記画面表示制御手段からの画像信号と、オンスクリーンディスプ
レイ（ＯＳＤ）の画像信号とは何れもデジタル信号の状態であり、デジタル信号の状態で
これらの画像信号を合成するようにしたので、アナログ回路での合成回路の個数が減少し
、信号線の個数も少なくなっている。その結果、回路の簡素化も図られる。また、デジタ
ル・アナログ変換器の個数も少なくなることにより、消費電力を減少させることが可能に
なっている。
【０００７】
　また、本発明に係るＴＶ機能付き携帯機器は、（ｇ）前記演算手段にテレビ画像を表示
する動作モードが設定されていると、前記オンスクリーンディスプレイ表示制御手段は、
オンスクリーンディスプレイ用の表示データを画像信号として前記第１の合成手段に出力
し、前記第１の合成手段は、前記オンスクリーンディスプレイ表示制御手段からの画像信
号をそのまま前記デジタル・アナログ変換器に出力し、前記デジタル・アナログ変換器は
、入力された画像信号をアナログ信号に変換して前記第２の合成手段に出力し、前記第２
の合成手段は、前記テレビ画像信号に前記デジタル・アナログ変換器からの画像信号を重
疂させた合成画像信号を生成して前記表示装置側に出力する。
【００１１】
　また、本発明に係るＴＶ機能付き携帯機器は、外部記憶装置から読み出された画像デー
タを解凍して前記フレームメモリに格納する画像再生手段を更に備えている。本発明にお
いて、画像再生手段は外部記憶装置（例えばメモリカード）から読み出された画像データ
を解凍して再生し、フレームメモリに格納して表示画像を展開する。
【００１２】
　また、本発明に係るＴＶ機能付き携帯機器において、第１の合成手段は、画面表示制御
手段からの３原色の画像信号と、オンスクリーンディスプレイ表示制御部からの３原色の
画像信号とをそれぞれ入力して、これらの入力を切り替えて前記合成画像信号を生成する
３個のセレクタを備えている。
【００１３】
　また、本発明に係るＴＶ機能付き携帯機器は、レジスタを内蔵し、該レジスタに前記オ
ンスクリーンディスプレイの表示データが書き込まれると、そのデータを読み出して前記
オンスクリーンディスプレイ用記憶手段に格納する制御部を更に備えている。本発明にお
いて、制御部は内蔵しているレジスタにオンスクリーンディスプレイの表示データが書き
込まれると、そのデータを読み出してオンスクリーンディスプレイ用記憶手段に格納する
。
【００１４】
　また、本発明に係るＴＶ機能付き携帯機器において、前記演算手段は、前記表示装置に
所定の画面が表示されると、その画面に対応した前記オンスクリーンディスプレイの表示
データを生成して前記レジスタに書き込む。このレジスタに書き込まれた表示データは制
御部によりＯＳＤ用記憶手段に格納される。
【００１５】
　また、本発明に係るＴＶ機能付き携帯機器において、前記演算手段は、前記表示装置に
所定の画面が表示されると、その画面に対応した前記オンスクリーンディスプレイの表示
データを生成して前記レジスタに書き込む。このレジスタに書き込まれた表示データは制
御部によりオンスクリーンディスプレイ用記憶手段に格納される。
【００２０】
【発明の実施の形態】
実施形態１．
図５は本発明の実施形態１に係るＴＶ機能付き携帯機器の構成を示したブロック図である
。このＴＶ機能付き携帯機器は、アンテナ１０、ＴＶチューナ１２、ＩＦ・クロマ処理部
１４、音声検波部１６、表示切替装置１８、液晶コントローラ２０、液晶表示パネル（Ｌ
ＣＤパネル）２２、ＦＭチューナ２４、音声増幅部２６、音声発生部２８、機器制御部（
ＣＰＵ）３０、メモリカードＩＦ３２、操作部３４、操作部ＩＦ３６、音声・画像再生部
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３８、表示制御部４０、ＶＲＡＭ（フレームメモリ）４２、ＲＡＭ４４及びＲＯＭ４６を
備えている。
【００２１】
アンテナ１０により受信された電波は、ＴＶチューナ１２によりチューニングされ、ＩＦ
・クロマ処理部１４によりテレビの画像信号（映像信号）が復調され、また、音声信号は
音声検波部１６により検波される。ＩＦ・クロマ処理部１４により復調された画像信号（
映像信号）は、表示切替装置１８を介して液晶コントローラ２０に送り出されて液晶パネ
ル２２にテレビ画像が表示される。なお、上記のＴＶチューナ１２及びＩＦ・クロマ処理
部１４はテレビ処理回路１５を構成し、液晶コントローラ２０及び液晶パネル２２は表示
部２３を構成するものとする。
【００２２】
また、音声検波部１６により検波された音声信号、ＦＭチューナ２４によりチューニング
された音声信号、及び音声・画像再生部３８により再生された音声信号は、音声増幅部２
６に入力されて増幅され、音声発生部２８により音声が得られる。なお、音声増幅部２６
は、機器制御部（ＣＰＵ）３０からの制御信号により、入力された音声信号の何れか１つ
を選択してその音声信号を増幅する。例えば、後述のように、動作モードがテレビに設定
されている場合には音声検波部１６により検波された音声信号が選択され、動作モードが
ＦＭラジオに設定されている場合にはＦＭチューナ２４によりチューニングされた音声信
号が選択され、動作モードがオーディオ又はデジタルカメラに設定されている場合には音
声・画像再生部３８により再生された音声信号が選択される。
【００２３】
ところで、機器制御部（ＣＰＵ）３０は、操作部３４の操作に応じた各種の演算を行った
り、表示部２３の表示画面の制御等を行うが、本実施形態においては、操作部３４の操作
の内、所定の操作を行った場合には表示部２３にＯＳＤが表示される。また、表示部２３
に表示される表示面の内、特定の表示画面にはＯＳＤが表示されるように配慮されている
。操作部３４の操作に応じて表示されるＯＳＤとしては、後述の音量ボタンの操作時によ
る音量、ジョグスイッチの操作による表示画面の明るさの調整量、テレビチャンネル、そ
の他の文字情報等がある。また、特定の表示画面に表示されるＯＳＤとして、メニュー画
面の電池残量等がある。
【００２４】
図６（Ａ）（Ｂ）は図５のＴＶ機能付き携帯機器の外観図であり、同図（Ａ）は表側から
見た外観図、同図（Ｂ）は裏側から見た外観図である。また、図７はカバーを開いた状態
の外観図である。このＴＶ機能付き携帯機器の本体１００は図５の回路を内蔵しており、
その正面にはカバー１０２が開閉自在に取り付けられており、カバー１０２の下部には電
源ランプ１０４が取り付けられている。電源ランプ１０４の下部にはカバー固定つまみ１
０６が取り付けられており、このカバー固定つまみ１０６を下方にスライドさせることに
よりカバー１０２が開くように構成されており、カバー１０２が開くと、液晶パネル２２
が現れる。本体１００の正面側の右側部には、電源スイッチ１０８、メニューボタン１１
０及びジョグスイッチ１１２がそれぞれ取り付けられている。本体１００の正面側の上部
端面には音量ボタン１１４が取り付けられている。また、本体１００の正面側の左側部に
は、メモリカード挿入口１１６が設けられており、メモリカード４８が挿入される。なお
、上記の電源スイッチ１０８、メニューボタン１１０、ジョグスイッチ１１２及び音量ボ
タン１１４は、図５の操作部３４を構成している。
【００２５】
図５乃至図７のＴＶ機能付き携帯機器の概要を、まず、その操作部３４と表示部２３に着
目して説明する。カバー固定つまみ１０６をスライドさせることによりカバー１０２が開
いて液晶パネル２２が現れる。電源スイッチ１０８をオンに合わせると電源ランプ１０４
が点灯する（なお、電源ランプ１０４の点灯回路は省略してある。）。電源スイッチ１０
８がオンになると、機器制御部（ＣＰＵ）３０はＲＯＭ４６に書き込まれたプログラムを
読み出し、表示制御部４０を介してＶＲＡＭ（フレームメモリ）４２にメニュー画面を作
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成し、液晶コントローラ２０及び液晶パネル２２から構成される表示部２３に送り出され
て、メニュー画面が表示される。
【００２６】
図８はこのときのメニュー画面の説明図である。図示のように、メニュー（動作モード）
として、例えばオーディオ、テレビ、ＦＭラジオ及びデジタルカメラが表示される。ジョ
グスイッチ１１２を上又は下に動かすことにより動作モードが選択される。図８の例にお
いてはテレビの動作モードが選択されており、ジョグスイッチ１１２を押すことによりそ
の動作モードが設定される。
【００２７】
図９はジョグスイッチ１１２を動かして動作モードとしてデジタルカメラを選択した場合
の説明図である。ジョグスイッチ１１２を押すことにより動作モードとしてデジタルカメ
ラが設定される。
【００２８】
図１０は各動作モードからモード設定に移行する際の処理の説明図である。図１０の例に
おいては、テレビの動作モードからその設定モードに移行する場合の例を示したものであ
り、メニューボタン１１０を長押しすることにより、テレビ設定のメニューが表示され、
ジョグスイッチ１１２を下に動かしてブライトネスを選択し、ジョグスイッチ１１２を押
すことによりその選択が設定される。続いて、ジョグスイッチ１１２を上又は下に動かし
て明るさを選択して、ジョグスイッチ１１２を押すことによりその選択が設定される。な
お、この明るさを選択する際には、ジョグスイッチ１１２の操作による明るさに対応した
個数のバーが表示される（オンスクリーンディスプレイ）。そして、テレビモードに再び
戻る場合にはメニューボタン１１０を再び押す。
【００２９】
図１０によりテレビの動作モードからモード設定に移行する際の処理を説明したが、オー
ディオ、ＦＭラジオ及びデジタルカメラの他の動作モードにおいても同様である。
【００３０】
次に、動作モードとしてテレビが設定された場合の動作について説明する。アンテナ１０
により受信された電波は、ＴＶチューナ１２で所定のチャンネルにチューニングされる。
ＩＦ・クロマ処理部１４はそのチューニングされた信号から画像信号（映像信号）を得て
、その画像信号（映像信号）の輝度信号及び色信号を３原色の画像信号に復調して、表示
切替装置１８に送出する。動作モードがテレビに設定されているときには、表示切替装置
１８はＩＦ・クロマ処理部１４からの画像信号を液晶コントローラ２０に出力する。液晶
コントローラ２０はその画像信号に基づいて液晶パネル２２の画素を制御して液晶パネル
２２にテレビ画像を表示させる。また、音声検波部１６は、ＴＶチューナ１２で所定のチ
ャンネルにチューニングされた信号から音声信号を検波して音声増幅部２６に出力する。
音声増幅部２６はその音声信号を増幅して音声発生部２８に出力し、音声発生部２８から
上記の液晶パネル２２のテレビ画像に対応した音声が出力される。
【００３１】
また、動作モードがＦＭラジオに設定された場合については、アンテナ１０により受信さ
れた電波は、ＦＭチューナ２４で所定の周波数にチューニングされ、その音声信号は音声
増幅部２６に出力される。音声増幅部２６はその音声信号を増幅して音声発生部２８に出
力し、音声発生部２８から上記にてチューニングされた局の放送の音声が出力される。
【００３２】
また、動作モードが例えばデジタルカメラに設定されている場合については、デジタルカ
メラで撮影した画像をメモリカード４８に格納しておいて、メモリカード４８をメモリカ
ード挿入口１１６に挿入して装着する。機器制御部（ＣＰＵ）３０はメモリカードＩＦ３
２を介してメモリカード４８に格納されている音声データ（メモリカード４８に音声デー
タも格納されている場合）及び画像データを取り込んで、音声・画像再生部３８に出力す
る。音声・画像再生部３８は音声データ及び画像データをそれぞれ再生し、音声信号を音
声増幅部２６に出力し、画像データを表示制御部４０に出力する。音声増幅部２６は入力
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された音声信号を増幅して音声発生部２８に出力し、音声発生部２８からメモリカード４
８に格納されている音声が出力される。また、表示制御部４０は画像データをＶＲＡＭ４
２に格納して表示画像を展開した後に表示切替装置１８に出力する。動作モードがデジタ
ルカメラに設定されている場合には、表示切替装置１８は表示制御部４０からの画像信号
を液晶コントローラ２０に出力する。液晶コントローラ２０はその画像信号に基づいて液
晶パネル２２の画素を制御して液晶パネル２２にデジタルカメラの画像を表示させる。
【００３３】
　図１は図５の表示制御部４０の詳細な構成を示した であり、表示制御部４０
以外の部分についてはその説明に必要な箇所のみを図示している。図２は図１の表示切替
部の構成図である。表示制御部４０は、画面表示制御部５６、ＣＰＵ制御部５０、ＯＳＤ
用メモリ５２、ＯＳＤ表示制御部５４、表示切替部５８、デジタル・アナログコンバータ
（ＤＡＣ）６０及びシリアル・パラレル変換器（Ｓ／Ｐ変換器）６２から構成されている
。また、表示切替部５８は、図２に示されるように、セレクタ５８ａ乃至５８ｃから構成
されている。
【００３４】
図１の表示制御部４０において、音声・画像再生部３８により解凍されて再生された画像
データは、シリアル・パラレル変換器（Ｓ／Ｐ変換器）６２にてパラレル信号に変換され
てＶＲＡＭ４２に書き込まれて表示画像が展開される。また、上記のメニュー画面のよう
な特定のものについてはＲＯＭ４６から該当する画面データを読み出して、機器制御部（
ＣＰＵ）３０を介してＣＰＵ制御部５０に内蔵されているレジスタ５１に書き込まれ、そ
の後、ＣＰＵ制御部５０はそのレジスタ５１のデータをＶＲＡＭ４２に書き込む。画面表
示制御部５６は、ＶＲＡＭ４２の画像データを読み出して画像信号として表示切替部５８
に出力する。機器制御部（ＣＰＵ）３０は、所定の条件下において、ＯＳＤの表示データ
等をＣＰＵ制御部５０に内蔵されているレジスタ５１に書き込む。
【００３５】
ＣＰＵ制御部５０は、レジスタ５１に書き込まれたＯＳＤので表示データをＯＳＤ用メモ
リ５２に書き込む。ＯＳＤ表示制御部５４はＯＳＤ用メモリ５２の表示データを読み出し
て表示切替部５８に出力する。表示切替部５８は、ＯＳＤ表示制御部５４からの制御信号
に基づいて、画面表示制御部５６からの画像信号とＯＳＤ表示制御部５４からの画像信号
とを適宜切り替えてデジタル・アナログコンバータ６０を介して表示切替装置１８に出力
する。表示切替装置１８には、デジタル・アナログコンバータ６０からの画像信号とＴＶ
処理回路１５からの画像信号とが入力され、これらの画像信号はＯＳＤ表示制御部５４か
らの制御信号に基づいて適宜切り替えて表示部２３に出力されて所望の画像が表示される
。
【００３６】
次に、動作モードがデジタルカメラに設定されている場合に、デジタル面の画像を表示す
るための処理及びＯＳＤの画像を表示する場合の処理についてそれぞれ説明する。
【００３７】
（１）デジタル面の画像を表示する際の処理
（ａ）機器制御部（ＣＰＵ）３０は、メモリカード４８に格納されている画像データをメ
モリカードＩＦ３２を介して読み込んで、その画像データを音声・画像再生部３８に出力
する。音声・画像再生部３８はその画像データを解凍して再生し、シリアル・パラレル変
換器６２を介してＶＲＡＭ４２に書き込んで表示画像を展開する。
【００３８】
（ｂ）画面表示制御部５６は、ＶＲＡＭ４２に書き込まれた画像データを読み出してデジ
タル面の画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）として表示切替部５８に出力する。
【００３９】
（ｃ）このとき、ＯＳＤの表示しないときには、ＯＳＤ表示制御部５４から表示切替部５
８の各セレクタ５８ａ乃至５８ｃには制御信号として「０」（Ｌ）が与えられており、表
示切替部５８の各セレクタ５８ａ乃至５８ｃは、画面表示制御部５０からのデジタル画の
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画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）をそのままデジタル・アナログコンバータ６０に出力し、アナロ
グ信号に変換されて表示切替装置１８に出力される。動作モードがデジタルカメラに設定
されている場合には、表示切替装置１８は、表示制御部４０からの出力を表示装置２３に
出力するための制御信号が供給されており、デジタル・アナログコンバータ６０の出力を
表示部２３に出力し、表示部２３にはデジタルカメラの画像が表示される。
【００４０】
（２）ＯＳＤ画像を表示する際の処理
（ａ）例えば操作部３４（音量ボタン１１４）の操作により音量が変えられた場合には、
機器制御部（ＣＰＵ）３０は、ＣＰＵ制御部５０に内蔵されているレジスタ５１にＯＳＤ
の表示オンを書き込む（フラグをセットする）。また、機器制御部（ＣＰＵ）３０は、Ｒ
ＯＭ４６から上記の操作に対応した表示マークや、表示位置、色等の設定情報を読み出す
とともに、その操作量に対応した音量のボリュームを求めて、ＯＳＤの表示データ及び制
御データをＣＰＵ制御部５０のレジスタ５１に格納する。
【００４１】
（ｂ）ＣＰＵ制御部５０は、レジスタ５１に格納されたＯＳＤの表示データをＯＳＤ用メ
モリ５２に格納する。
【００４２】
（ｃ）ＯＳＤ表示制御部５４は、ＯＳＤ用メモリ５２からＯＳＤ表示データを読み出すと
ともに、レジスタ５１の制御データに基づいて、所定の色変換を行ってＯＳＤ画像信号（
Ｒ、Ｇ、Ｂ）としてを表示切替部５８に出力する。また、このとき、ＯＳＤ表示制御部５
４は上記の制御データに基づいてそのデータの液晶パネル２２の表示位置（画素）に対応
したタイミングの制御信号（切替信号）を生成して表示切替部５８に出力する。
【００４３】
（ｄ）表示切替部５８は、画面表示制御部５６からのデジタル面の画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ
）と、ＯＳＤ表示制御部５４からのＯＳＤ画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）とが入力され、それら
の画像信号は、ＯＳＤ表示制御部５４からの制御信号に基づいて適宜切り替えられてデジ
タル・アナログコンバータ６０に出力される。
【００４４】
図３はデジタル面の画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）、ＯＳＤ画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）及び制御信
号の関係を示したタイミングチャートである。制御信号は、ＯＳＤ画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ
）の表示位置（画素）に対応したタイミングで「１」となるような信号になっており、定
常的にはデジタル面の画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）が出力されるが、制御信号が「１」となっ
たタイミングでＯＳＤ画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）が出力される。このため、表示切替部５８
の出力、即ちデジタル・アナログコンバータ６０の出力は、デジタル面の画像信号（Ｒ、
Ｇ、Ｂ）にＯＳＤ画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）が重ねられたような状態の合成画像信号となり
、表示切替装置１８を介して表示部２３にその合成画像信号が送られると、デジタルカメ
ラの画像上にＯＳＤの表示がなされる。
【００４５】
次に、動作モードがテレビに設定されている場合に、ＯＳＤの表示を行う場合の処理につ
いて説明する。
【００４６】
（ａ）例えば操作部３４（ジョグスイッチ１１２）を操作してチャンネルを変える場合に
ついての処理を説明する。チャンネルを切り替えるためにジョグスイッチ１１２を操作す
ると、機器制御部（ＣＰＵ）３０は、インターフェース３６を介してその操作信号を取り
込んで、テレビ処理回路１５のテレビチューナ１２のチャンネルを切り替える。テレビ処
理回路１５はそのチャンネルに対応したテレビの画像信号（映像信号）を表示切替装置１
８に出力する。
【００４７】
（ｂ）また、機器制御部（ＣＰＵ）３０は、チャンネルを変えるための操作がなされると
、ＣＰＵ制御部５０に内蔵されているレジスタ５１にＯＳＤの表示オンを書き込む（フラ
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グをセットする）。また、機器制御部（ＣＰＵ）３０は、ＲＯＭ４６から上記の操作に対
応した表示マークや、表示位置、色等の設定情報を読み出すとともに、その操作に対応し
たチャンネルの数値を求めて、ＯＳＤの表示データや制御データをＣＰＵ制御部５０のレ
ジスタ５１に格納する。
【００４８】
（ｃ）ＣＰＵ制御部５０は、レジスタ５１に格納されたＯＳＤの表示データをＯＳＤ用メ
モリ５２に格納する。
【００４９】
（ｄ）ＯＳＤ表示制御部５４は、ＯＳＤ用メモリ５２から表示データを読み出すとともに
、レジスタ５１の制御データに基づいて、所定の色変換を行ってＯＳＤ画像信号（Ｒ、Ｇ
、Ｂ）として表示切替部５８に出力する。また、このとき、ＯＳＤ表示制御部５４から表
示切替部５８に制御信号を出力するが、ここでは動作モードがテレビに設定されているの
で、制御信号は「１」に設定され、ＯＳＤ画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）がそのままデジタル・
アナログコンバータ６０に出力される。また、ＯＳＤ表示制御部５４は表示切替装置１８
に対しても制御信号を出力する。この制御信号はＯＳＤの画像信号の画素に対応したパル
ス信号である。
【００５０】
（ｅ）表示切替装置１８は、テレビ処理回路１５からのテレビ面の画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ
）と、ＯＳＤ表示制御部５４からのＯＳＤ画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）とが入力され、それら
の画像信号は、ＯＳＤ表示制御部５４からの上記の制御信号に基づいて適宜切り替えられ
て表示部２３に出力される。
【００５１】
図４はテレビ面の画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）、ＯＳＤ画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）及び制御信号
の関係を示したタイミングチャートである。制御信号は、ＯＳＤ画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）
の表示位置（画素）に対応したタイミングで「１」となるような信号になっており、定常
的にはテレビ面の画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）が出力されるが、制御信号が「１」となったタ
イミングでＯＳＤ画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）が出力される。このため、表示切替装置１８の
出力は、テレビ面の画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の上にＯＳＤ画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）が重ね
られたような状態の合成画像信号となり、表示切替装置１８を介して表示部２３にそのデ
ータが送られると、テレビ画像の上にＯＳＤの表示がなされる。
【００５２】
実施形態２．
なお、上述の形態においては、図５の音声増幅部２６が音声検波部１６の出力線、ＦＭチ
ューナ２４の出力線及び音声・画像再生部３８の出力線それぞれの音声信号を切り替えて
増幅する例について説明したが、音声検波部１６の出力線、ＦＭチューナ２４の出力線及
び音声・画像再生部３８の出力線をまとめて１本の出力線（音声増幅部２６の入力線は１
本）とし、音声増幅部２６の増幅の対象となっている機器にのみ電源を供給するようにし
てもよい。例えば音声・画像再生部３８の出力を増幅する場合には、音声・画像再生部３
８にのみ電源を供給し、音声検波部１６及びＦＭチューナ２４には電源を供給しない。こ
のようにして上記の出力線の本数を少なくすることにより回路の簡素化が図られる。
【００５３】
実施形態３．
なお、上述の実施形態においては、外部記憶装置の例としてメモリカードの例について挙
げたが、他の記憶装置であってもよい。また、外部記憶装置の画像データだけでなく、ネ
ットワークを介して転送されたきた画像データについても本発明は同様に処理することが
できる。
【００５４】
【発明の効果】
　以上のように本発明によれば、デジタル信号からなる表示画像の画像信号と、デジタル
信号からなるＯＳＤの画像信号とを合成し、その合成画像信号をアナログ信号に変換して
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表示装置側に出力するようにしたので、アナログ回路での合成回路の個数が減少し、信号
線も少なくなっている。その結果、回路の簡素化も図られ、デジタル・アナログ変換器の
個数も少なく、消費電力を減少させることが可能になっている。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態１に係るＴＶ付き携帯機器の表示制御部の詳細な構成を示した
ブロック図である。
【図２】図１の表示切替部の構成図である。
【図３】デジタル面の画像信号、ＤＡＣの出力信号、制御信号及び表示切替部の出力信号
の関係を示したタイミングチャートである。
【図４】　テレビ面の画像信号、ＯＳＤ画像信号、制御信号及びＤＡＣの出力信号の関係
を示したタイミングチャートである。
【図５】本発明の実施形態１に係るＴＶ機能付き携帯機器の構成を示したブロック図であ
る。
【図６】図５のＴＶ機能付き携帯機器の外観図であり、（Ａ）は正面側、（Ｂ）は裏面側
から見た外観図である。
【図７】図６のＴＶ機能付き携帯機器のカバーを開いた状態の外観図である。
【図８】図７の表示部のメニュー画面の説明図である。
【図９】ジョグスイッチを動かしてデジタルカメラの動作モードを選択した場合の説明図
である。
【図１０】各モードからモード設定に移行する際の処理の説明図である。
【図１１】音量ボタンを操作した際のＯＳＤの表示画面の説明図である。
【図１２】本発明の背景となったＴＶ機能付き携帯機器の概要を示した回路構成図である
。
【符号の説明】
１０　アンテナ
１２　ＴＶチューナ
１４　ＩＦ・クロマ処理部
１５　テレビ処理回路
１６　音声検波部
１８　表示切替装置
２０　液晶コントローラ
２２　液晶パネル（ＬＣＤパネル）
２３　表示部
２４　ＦＭチューナ
２６　音声増幅部
２８　音声発生部
３０　機器制御部（ＣＰＵ）
３２　メモリカードＩＦ
３４　操作部
３６　操作部ＩＦ
３８　音声・画像再生部（ＤＳＰ）
４０　表示制御部
４２　ＶＲＡＭ（フレームメモリ）
４４　ＲＡＭ
４６　ＲＯＭ
５０　ＣＰＵ制御部
５２　ＯＳＤ用メモリ
５４　ＯＳＤ表示制御部
５６　画面表示制御部
５８　表示切替部
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６０　デジタル・アナログコンバータ（ＤＡＣ）
６２　シリアル・パラレル変換器（Ｓ／Ｐ変換器）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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